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事業名 事業 事業
環状第２号線（汐留） 区分 街 路 主体 東 京 都
か ん じ ょ う だ い ２ ご う せ ん（ しおどめ ）

起終点 自：港区東新橋一丁目 延長
みなとくひがししんばしいっちょうめ

至：港区虎ノ門二丁目 １．５km
み な と く と ら の も ん に ち ょ う め

事業概要
本事業は、江東区有明二丁目を起点として、千代田区佐久間町に至る全長１４ｋｍのうち、港区東新橋

一丁目から同区虎ノ門二丁目までの延長１．５ｋｍについて、新設の地下トンネル道路を整備するもので
ある。
事業の目的、必要性
本区間は、都心部と臨海部を結び、都市の骨格を形成する重要な環状方向の幹線道路である環状第２号

線の一部である。また、道路と建物の共存を図り、市街地再開発事業や土地区画整理事業など、沿線のま
ちづくりと一体的に整備する必要がある。
全体事業費 ４２０億円 計画交通量 32,500台／日
費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年
分析結果 ２．０ ３８０億円 ７６０億円 平成１５年度

億円 走行時間短縮便益： 711億円事 業 費： 369
億円 走行費用減少便益： 28億円維持管理費： 11

交通事故減少便益： 22億円
事業の効果等
・都市の再生（都市再生の緊急整備地域に位置づけられており、立体道路制度を活用した再開発事業や土

地区画整理事業など、沿線まちづくりと環状第２号線とを一体的に整備する ）。
・活力ある国土・地域（臨海部と都心部とのアクセス向上が図られる）
・円滑なモビリティの確保（環状方向の幹線道路整備による交通渋滞の解消）
関係する地方公共団体等の意見

本路線は、都心部と臨海部とを結ぶ骨格幹線道路であり、沿線まちづくりと道路との一体的整備によ
り、魅力あるまちづくりの実現が望まれている。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


